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 ４  サーキット・テスタ１（教 P24 ～ 52）

【１】デジタル式サーキット・テスタに関する記述として、適切なものには○を、不適切なものには×を記
入しなさい。

　　〔真の実効値方式＆平均値整流実効値校正方式〕
　１ ．真の実効値方式は、実効値演算回路又はマイコンによるAC・DCコンバータを構成しているため、
入力された交流電圧の波高率で計算し、実効値の算出を行うので、正弦波以外の交流電圧に対しても

精度の高い測定を行うことができる。

　２ ．平均値整流実効値校正方式のデジタル式サーキット・テスタにおいて、交流電圧測定時に表示され
る実効値は、測定する交流電圧が正弦波であることを前提にしているため、正弦波の平均値として測

定した値に正弦波の波形率（実効値／平均値＝1.1107）を乗じている。

　３ ．平均値整流実効値校正方式のAC・DCコンバータにおいて、入力された交流電圧を直流電圧（平均�
値）に変換する際は、正弦波であることを前提にしており、正弦波の波高率から算出した波形率（1.11

倍）を乗じて計測するため、正弦波以外の交流電圧の測定時には計測誤差が大きくなる。

　　〔確　度〕
　４ ．テスタの直流電圧表示値が2.0000Vのとき、直流電圧計の性能表に記載の確度が５Vレンジで「0.025
＋５」と表記されたテスタの実際の測定値は、1.999V～2.001Vの範囲になる。

　５ ．テスタの直流電圧表示値が2.0000Vのとき、直流電圧計の性能表に記載の確度が５Vレンジで「0.025
＋５」と表記されたテスタの実際の電圧値は、1.9995V～2.0015Vの範囲になる。

　６ ．テスタの直流電圧表示値が4.0000Vのとき、直流電圧計の性能表に記載の確度が５Vレンジで「0.025
＋５」と表記されたテスタの実際の電圧値は、3.9995V～4.0005Vの範囲になる。

　７ ．テスタの直流電圧表示値が4.0000Vのとき、直流電圧計の性能表に記載の確度が５Vレンジで「0.025
＋５」と記載されたテスタの実際の電圧値は、3.9985V～4.0015Vの範囲になる。

　８ ．テスタの直流電圧表示値が12.494Vのとき、直流電圧計の性能表に確度が50Vレンジで「0.03＋２」
と記載されていた場合の実際の電圧値は、12.488V～12.500Vの範囲になる。

　９ ．テスタの直流電圧表示値が20.000Vのとき、直流電圧計の性能表に確度が50Vレンジで「0.03＋２」
と記載されていた場合の実際の電圧値は、19.992V～20.008Vの範囲になる。

  10 ．テスタの直流電圧表示値が30.000Vのとき、直流電圧計の性能表に確度が50Vレンジで「0.03＋２」
と記載されていた場合の実際の電圧値は、29.989V～30.011Vの範囲になる。

  11 ．テスタの直流電圧表示値が40.000Vのとき、直流電圧計の性能表に確度が50Vレンジで「0.03＋２」
と記載されていた場合の実際の電圧値は、39.986V～40.014Vの範囲になる。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11
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 ８  サーキット・テスタ５（教 P24 ～ 52）

【１】表にある直流電圧計の性能を有するサーキット・テスタを用いて、図の電圧Vを測定した。次の各設
問に答えなさい。ただし、電圧レンジは最も適切なレンジを使用したものとする。

5Ｖ電源

① ② ③ ④
信号線

１ＭΩ

0.5ＭΩ

Ｖ

コネクタＡ

コネクタＢ

ＥＣＵ

 表
レンジ 分解能 確度 入力抵抗 最大入力電圧
50mV 0.001mV 0.05 ＋ 10

100MΩ 1000V　DC500mV 0.01mV
0.02 ＋２

2400mV※ 0.1mV
５V 0.0001V 0.025 ＋５

11MΩ 1000V　rmsAC
50V 0.001V

0.03 ＋２500V 0.01V
1000V 0.1V

　　　 NMRR：80dB以上　50/60Hz　　　※2400mVレンジの最大有効表示　24000
　　　 ただし50mVレンジは70dB以上　50/60Hz　±0.1％
　　　 CMRR：120dB以上　50/60Hz（Rs=１kΩ）
　　　 応答時間：１秒以内

　１ ．図の電圧計Vは約何mVを表示するか。答えは小数点第２位以下を切り捨てるものとする。
　２ ．図の状態からコネクタⒶを外した場合、電圧計Vは何Vを表示するか。答えは小数点第５位以下を
切り捨てるものとする。

　３ ．電圧計Vの表示が3.2000Vであったと仮定した場合、真の電圧は何V～何Vの範囲にあるか。
　４ ．電圧計Vの表示が4.9500V～4.9504V間で変動している場合は、何Vを測定値として用いるか。

１ ２ ３ ４

約　　　　　　mV 　　　　　　Ｖ 　　　　　Ｖ
～
　　　　　Ｖ 　　　　　　Ｖ
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 ３  半導体式油圧センサ（教 P27 ～ 30）

【１】図１に示す異常検知範囲をもつ図２の半導体式油圧センサ回路の異常検知に関する記述として、適切
なものには○を、不適切なものには×を記入しなさい。

図１ 　図２ 12Ｖ電源
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　１ ．①の箇所で断線が発生した場合、半導体式油圧センサが起動せず、入力回路に０Vが入力されるため、
マイコンは下限値の閾値をダウン・エッジする信号電圧を検出して異常検知を行う。

　２ ．①の箇所で断線が発生した場合、５Ｖ安定化電源回路から抵抗（Ｒ）を経由した信号電圧５Ｖが入
力されるため、マイコンは、上限値の閾値をアップ・エッジする信号電圧を検出して異常検知を行う。

　３ ．③の箇所で断線が発生した場合、５Ｖ安定化電源回路から抵抗（Ｒ）を経由した信号電圧５Ｖが入
力されるため、マイコンは、上限値の閾値をアップ・エッジする信号電圧を検出して異常検知を行う。

　４ ．③の箇所で断線が発生した場合、半導体式油圧センサが起動せず、入力回路に０Vが入力されるため、
マイコンは下限値の閾値をダウン・エッジする信号電圧を検出して異常検知を行う。

　５ ．④の箇所で線間に短絡が発生した場合、入力回路に電源電圧の５Vが入力されるため、マイコンは上
限値の閾値をアップ・エッジする信号電圧を検出して異常検知を行う。

　６ ．半導体式油圧センサ内部（信号線系統）で断線が発生した場合、センサからの信号電圧が遮断され、
入力回路に０Vが入力されるため、マイコンは下限値の閾値をダウン・エッジする信号電圧を検出して

異常検知を行う。

１ ２ ３ ４ ５ ６
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 32  FSR 駆動回路／ PMR 駆動回路１（教 P170 ～ 178）

【１】図１に示すFSR（フェイルセーフ・リレー）駆動回路の異常検知範囲と、図２に示すPMR（ポンプ・
モータ・リレー）駆動回路の異常検知範囲をもつ図３のABS回路の異常検知に関する記述として、適切

なものには○を、不適切なものには×を記入しなさい。

図１　FSR 駆動回路の異常検知範囲 図２　PMR 駆動回路の異常検知範囲
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　１ ．FSRのコンタクト・ポイントがONのPMR駆動条件時、PMR駆動信号線に短絡（地絡）がある場合、
マイコンは閾値をダウン・エッジする診断信号電圧を検出するが、正常・異常の判別ができず異常検

知は行わない。

　２ ．FSR駆動停止条件時、FSR駆動信号線に短絡（地絡）がある場合、マイコンは閾値をダウン・エッ
ジする診断信号電圧を検出するが、正常・異常の判別ができず異常検知は行えない。

　３�．FSRのコンタクト・ポイントがONのPMR駆動停止条件時、PMR駆動信号線に短絡（地絡）があ
る場合、マイコンは閾値をダウン・エッジする診断信号電圧を検出するが、正常・異常の判別ができ

ず異常検知は行わない。

　４�．FSR駆動条件時、FSR駆動アース線に断線がある場合、マイコンは閾値をアップ・エッジする診断
信号電圧を検出するが、正常・異常の判別ができず異常検知は行えない。そのため、PMR回路側で異

常検知を行っている。

１ ２ ３ ４
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 10  構造・機能１（教 P41 ～ 44）

【１】圧縮天然ガス（CNG）自動車に関する記述として、適切なものには○を、不適切なものには×を記入
しなさい。

　　〔CNGボンベ〕
　１ ．CNGボンベ（容器）のうち「継目なし容器」に分類されるものは、アルミニウム合金製のため軽量
である反面、「金属ライナ製複合容器」に分類されるものに比べ外力による損傷を受けやすい。

　　〔CNGレギュレータ〕
　２ ．CNGレギュレータは、CNGボンべから高圧で送られてきたCNGを適正噴射圧へ調整減圧するもの
で、一次側レギュレータ室（高圧室）と二次側レギュレータ室に分かれており、それぞれの室に減圧

用のレギュレータ・バルブ（圧力調整弁）が設けられている。

　　〔燃料遮断弁〕
　３ ．エンジン側の燃料遮断弁は、CNGレギュレータとCNGインジェクタ間に取り付けられており、エン
ジンヘの燃料供給装置及び安全装置としての役割を持っている。エンジン停止時は、燃料遮断弁内の

ソレノイド・バルブをOFFして燃料を遮断している。

　４ ．エンジン側の燃料遮断弁は、CNGレギュレータの上流に取り付けられており、エンジンへの燃料供
給装置及び安全装置としての役割を持っている。エンジン停止時は、燃料遮断弁内のソレノイド・バ

ルブをOFFにして燃料を遮断している。

　　〔燃料充てん口〕
　５ ．CNG燃料充てん口は、燃料の充てん時に充てんノズルがノズル挿入部へ装着されると、逆止弁が押
され充てん可能となる。また、安全性確保の観点から、フィラ・リッドが開いているときには、スター

タ・モータが回せないシステムとなっている。

　　〔燃料配管コネクタ〕
　６ ．燃料配管コネクタのうち４ウェイ・コネクタは、燃料充てん口とCNGボンベとの間に切り替えバル
ブ付きで設けられており、切り替えバルブはCNGボンベの脱着時などに燃料配管内のCNG燃料を抜

くときに使用する。

　　〔手動燃料遮断弁〕
　７ ．手動燃料遮断弁は、燃料フィルタの下流に取り付けられており、整備性の向上及び車両を長期間使
用しないときなどを考慮し、燃料配管の途中で手動にてCNG燃料の遮断ができる。

　　〔圧力（燃料）計〕
　８ ．CNG燃料圧力計（置針式）は、エンジン側の燃料遮断弁より上流の圧力を表示しており、CNGの充
てん直後は、圧縮に伴うガス温度上昇により、ガス圧力が高く表示されるが、ガス温度の低下と共に

圧力は低下する。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８



第
１
節

エ
ン
ジ
ン 

編

第
２
節

シ
ャ
シ 

編

第
３
節

第
３
節

自
動
車
新
技
術
他 

編

自
動
車
新
技
術
他 

編

■

正
解
一
覧
■

●● 法令　／　［Ⅰ］道路運送車両法

－ 220 －

 50  第４章　点検整備制度２（教 P42 ～ 82）

　　〔定期点検整備〕
【１】「道路運送車両法」及び「自動車点検基準」に照らし、自家用貨物自動車等の定期点検基準に基づき�

「点検時期が６月ごと」と定められているものとして、適切なものには○を、不適切なものには×を記

入しなさい。

　１．かじ取り装置のハンドルの操作具合
　２ ．かじ取り装置のパワー・ステアリング装置の「ベルトの緩み及び損傷」
　３．制動装置のホース及びパイプの「漏れ、損傷及び取付状態」
　４．制動装置のリザーバ・タンクの液量
　５ ．制動装置のブレーキ・ドラム及びブレーキ・シューの「ドラムとライニングとのすき間」
　６．緩衝装置のショック・アブソーバの「油漏れ及び損傷」
　７ ．原動機の本体の「低速及び加速の状態」
　８ ．原動機の潤滑装置の「油漏れ」
　９．原動機の燃料装置の燃料漏れ
  10 ．原動機の冷却装置の「水漏れ」
��11．エグゾースト・パイプ及びマフラの「マフラの機能」
  12．シャシ各部の給油脂状態

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

【２】「道路運送車両法」及び「自動車点検基準」に照らし、自家用乗用自動車等の定期点検基準に基づき「点
検時期が１年ごと」のものとして、適切なものには○を、不適切なものには×を記入しなさい。

　１ ．かじ取り装置の「ハンドル」の「操作具合」
　２ ．かじ取り装置のパワー・ステアリング装置のベルトの緩み及び損傷
　３ ．制動装置の「ホース及びパイプ」の「漏れ、損傷及び取付状態」
　４ ．制動装置のマスタ・シリンダ、ホイール・シリンダ及びディスク・キャリパの液漏れ
　５ ．緩衝装置の「取付部及び連結部」の「緩み、がた及び損傷」
　６ ．緩衝装置のショック・アブソーバの油漏れ及び損傷
　７ ．原動機の潤滑装置の油漏れ
　８ ．原動機の「燃料装置」の「燃料漏れ」

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
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